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報　告

１. はじめに

　2014 年 8月28日に広島国際大学呉キャンパス（広

島県呉市）にて、第19回日本難病看護学会（以下、

難看学会）学術集会プレセミナーが開催された。

　このセミナーは、難看学会が学術大会のプレセミ

ナーとして開催しているものであるが、今回の大会

会場が、日本リハビリテーション工学協会（以下、当

協会）・リハ工学カンファレンス会場である広島国際

大学呉キャンパスであり、日程もプレセミナーの前

後に連続するという全くの偶然が重なったことがきっ

かけとなり、当協会との共催としての実施になった。

ここに、その概要を報告する。

２. 日本難病看護学会概要

　難看学会（http://square.umin.ac.jp/intrac/）

は、難病看護を中心とするケア、ケアシステム、福

祉の研究を推進し、これにより、国民の健康な生活

の確保に貢献することを目的とする学会で、昭和 54 

（1979）年に「難病看護研究会」として発足、平成 7 

（1995）年に学会へ移行した。難病に関わる看護師

が中心に500 名を超える会員数であり、昨年度から

「難病看護師」の学会認定をはじめている。

　平成 25（2013）年には、障害者総合支援法への

改正に伴い難病患者等も補装具費支給制度をはじめ

とした福祉施策の対象になったことからも、当協会

の対象分野との接点が大きくなってくるといえる。

３. プレセミナー

　今回のプレセミナーは「意思伝心：伝えあうため

のワザ・モノ・制度」として意思伝達装置などの神

経難病患者のコミュニケーション支援をテーマに、
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となっていた。
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図 1　機器展示の様子

４. おわりに

　今回は、初の試みとして共催セミナーという形で

実施した。参加者は難看学会参加者・関係者約 50

名、当協会関係参加者・スタッフ約10名、また、機

器展示として、4 社からの出展および 6 社からのデ

モ機貸出・カタログ出展のご協力を頂いての実施で

あった。

　全体としての参加者は決して多くはなかったが、機

器展示ではじっくり体験・相談が出来たことや、これ

までリハ工学を知られてないところでの情報提供とし

ては、大きな効果があったといえる。

　今後も機会があれば、コミュニケーション機器以

外の分野での共催セミナーなどを実施することは、

両分野で支援に携わる者の知識とスキル向上のため

には必要になるだろう。


